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平成29年改訂学習指導要領の趣旨を踏まえた 

学習評価の進め方 
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この資料は、平成29年改訂学習指導要領（以下、学習指導要領）に基づく学習評価を円滑

に進めていくための手引きとして、国立教育政策研究所の「『指導と評価の一体化』のため

の学習評価に関する参考資料」(以下、「参考資料」)の考え方を基に、佐賀県教育センター
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○学習評価とは 

 

 

 
 

○学習評価を行う上で重要なポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○学習評価の機能 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

学習指導要領では、各教科等の目標や内容が、育成を目指す資質・能力の三つの柱を基に整理されまし

た。目標や内容の整理を踏まえ、小・中・高等学校の各教科を通じて、評価の観点も４観点から３観点に

整理されました(下図参照)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒の資質・能力を育成するために、目標に照らして児童生徒一人一人の学習状況を

的確に把握すること 

２ 学習評価の観点 

         【従前】             【平成 29年改訂の学習指導要領】 

関心・意欲・態度 

思考・判断・表現 

技能 

知識・理解 

知識・技能 

思考・判断・表現 

主体的に 
学習に取り組む態度 

１ 学習評価の基本的な考え方 

① 児童生徒の学習改善につながるものにしていくこと 
② 教師の指導改善につながるものにしていくこと 
③ これまで慣行として行われてきたことでも、必要性・妥当性が認められないも

のは見直していくこと 

学習評価を行うに当たっては、児童生徒一人一人の資質・能力を育成できるようにすることが大前

提です。そのためには、児童生徒の進歩の状況や教科等の目標の実現状況を適切に把握することが必

要です。把握した内容は、児童生徒にフィードバックして児童生徒の学習改善につなげられるように

し、教師は自身の指導改善につなげます。このことなくして児童生徒一人一人の資質・能力の育成は

望めません。つまり、学習評価を行う上で、「普段の授業の不断の見直し」が不可欠だと言えます。 

指導に生かす評価･･･児童生徒一人一人の学習状況を把握し、児童生徒の学習改善や教師の指導 
改善につなげるための評価のこと 

記録に残す評価･････観点別学習状況の評価を総括する際の資料となるよう、学習状況を記録する 
評価のこと 

指導に生かす評価の場面は、随時存在します。児童生徒の学習状況を把握し、「おおむね満足でき

る」状況(Ｂ)以上になることを目指して、必要な指導を適宜行います。 

記録に残す評価の場面は、毎時間設定する必要はありません。児童生徒全員の評価を記録に残す場

面を精選することが重要です。単元や題材のまとまりの中で、評価規準に照らして、児童生徒の観点

別学習状況を把握し、記録します。 
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 小学校図画工作科においての評価の観点は、以下のように４観点から３観点に整理されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 題材における観点別学習状況の評価の進め方（手順） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 小学校図画工作科における評価の観点 

【従前】        【平成 29年改訂の学習指導要領】 

関心・意欲・態度 

発想や構想 

創造的な技能 

鑑賞の能力 

知識・技能 

思考・判断・表現 

主体的に 
学習に取り組む態度 

 従前の学習指導要領を踏ま
えた評価の観点は、活動ごとに
育成したい力や活動の概要、方
法、技能ついて述べられてお
り、評価の観点も４観点でした
が、学習指導要領改訂を踏まえ
て、３観点に整理されました。 

４ 小学校図画工作科における学習評価の進め方と考え方 

 観点別学習状況の評価を行う際は、下の進め方（手順）の前に、まず、学習指導要領の目標や内

容、「内容のまとまりごとの評価規準」の考え方等を踏まえ、年間の指導と評価の計画を確認するこ

とが重要です。 

○観点別学習状況の評価の評定への総括は、各観点の評価結果をＡ、Ｂ、Ｃの組合せ、

又は、Ａ、Ｂ、Ｃを数値で表したものに基づいて行います。 

②題材の評価規準の作成 

①題材の目標の設定 

③「指導と評価の計画」 

の作成 

授業・評価 

④観点ごとの総括 

○評定への総括 

○ ①②を踏まえ、「指導と評価の計画」を作成します。 

○ 「指導と評価の計画」を作成する際の題材の評価規準、評価の方法、留意点等を

示す際は、次のようなことを意識することが重要です。 

・児童の学習の実現状況を見取るための題材の評価規準を適切に位置付けます。 

・児童の学習の実現状況を見取るための評価の方法や対象を示します。 

・題材の観点別学習状況の評価の方法や留意点等について示します。 

・授業の中で評価規準を通して、児童の学習の実現状況を見取り、児童の学習改善

や教師の指導改善につなげる留意点等について示します。 

○ 学習指導要領の目標や内容、学習指導要領解説等を踏まえて設定します。 

○ 児童の実態、前題材までの学習状況等を踏まえて設定します。 

授業実践を行います。「指導と評価の計画」に沿って観点別学習状況の評価を行い、児

童の学習改善や教師の指導改善につなげます。 

○集めた評価資料やそれに基づく評価結果などから、観点別学習状況の評価の総括（Ａ、

Ｂ、Ｃ）を行います。 

○  題材の評価規準は、参考資料に示された「内容のまとまりごとの評価規準（例）」

を基に題材の内容に合わせて作成することが考えられます。 

手順                   留意点 
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(2) 授業実践時における学習評価と児童の学習改善、教師の指導改善の考え方 

 

 

 

 

 

(1) 小学校図画工作科の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 小学校図画工作科における目標、内容及び育成する資質・能力 

 小学校図画工作科の領域は、「Ａ表現」、「Ｂ鑑賞」及び〔共通事項〕で構成されています。

この二つの領域と〔共通事項〕を通して育成する資質・能力が、(1)「知識及び技能」、(2)「思

考力、判断力、表現力等」、(3)「学びに向かう力、人間性等」の三つの柱で整理されました。 

目標 

 

知識及び技能 
※1 

思考力、判断力、 

表現力等 ※2 

学びに向かう力、 

人間性等 ※3 

(2) 造形的なよさや美しさ、表したいこと、表し方などについて考え、創造的に

発想や構想をしたり（「Ａ表現」）、作品などに対する自分の見方や感じ方を深

めたり（「Ｂ鑑賞」）することができるようにする。 

(3) つくりだす喜びを味わうとともに、感性を育み、楽しく豊かな生活を創造し

ようとする態度を養い、豊かな情操を培う。 

 表現及び鑑賞の活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の

中の形や色などと豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 対象や事象を捉える造形的な視点について自分の感覚や行為を通して理解

する［知識］とともに、材料や用具を使い、表し方などを工夫して、創造的に

つくったり表したりする［技能］ことができるようにする。 

 

各学年の目標は、学習指導要領でご確認ください。 

 

※１ (1)「知識及び技能」では、前半部分が「知識」、後半部分が「技能」の目標について述べられています。 
※２ (2)では、前半部分で「Ａ表現」、後半部分で「Ｂ鑑賞」における「思考力、判断力、表現力等」の目標につい 
  て述べられています。 
※３ (3)の「学びに向かう力、人間性等」には、①「主体的に学習に取り組む態度」として観点別学習状況の評価 
  を通じて見取ることができる部分と、②観点別学習状況の評価や評定にはなじまず、こうした評価では示しき 
  れない部分があるとされています。 
   そのため、評価の観点は、「主体的に学習に取り組む態度」と示されています。 

児童が本時の目標を達成するために、「指導に生かす評価（形成的評価）」において、児童の活動時
に把握した学習状況を基に、教師の手立てにつなげるといいのですね！ 
問いかける、言葉かけをする、励ますなどの手立てを取り、「Ｃ努力を要する」児童を出さないよう
にし、できる限り全ての児童を「Ｂおおむね満足できる」状態にしたいものです。 

授業における「指導に生かす評価（形成的評価）」と「記録に残す評価」とのつながり 
 

評価 

規準 導入            展開            終末 
記録に残す

評価 

Ａ 

想定したことよりもできている 
十分満足 

Ｂ 

想定したことができている おおむね満足 

Ｃ 

活動が停滞している                      活動が停滞している 
努力を要する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手立てをとらない 

見守る 

手立てをとらない 

見守る 

見守る 

見守る 

活動は停滞したまま 

展開後半へ 

活動は停滞したまま… 

活動終末へ 

 

見守る 

見守る 見守る 

Ｂに引き上げる手
立てを優先させる 

 
Ｂ以上にす
る手立て 

 

Ｂ以上にす
る手立て 

何らかの手立てをと

りＢへ引き上げる 
Ｃの児童を出さないように努める 



 

4 

(2) 内容及び育成する資質・能力 

  内容についても三つの資質・能力を基に、再構成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資質・能力をベースに再構成された内容を基に、各領域で育成する資質・能力を表にまとめると下の

ようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「教科の目標」と「評価の観点」との関係は、以下の通りです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 20年度  平成 29年度 

Ａ表現 

(1)造形遊びをする活動に関する項目 

 

 

 

 

(2)絵や立体、工作に表す活動に関する項目 

 

 

 

 

Ａ表現 

(1)発想や構想に関する項目 

 

 

 

 

(2)技能に関する項目 

 

Ｂ鑑賞 

 (1)鑑賞する活動に関する項目 

 

 

Ｂ鑑賞 

(1)鑑賞に関する項目 
 

〔共通事項〕(1) 

 

 

 

〔共通事項〕(1) 

 

６ 小学校図画工作科における評価の観点及びその趣旨 

各領域で育成し

たい資質・能力を

このように整理

しておくと、評価

の観点にもつな

がり、理解しやす

くなりますね。 

学びに向かう力、 
人間性等 

思考力、判断力、 
表現力等 

知識及び技能 
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(1) 評価の観点及びその趣旨 

 

 

 

(2) 学年別の評価の観点の趣旨 

学年 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

第
１
学
年
及
び
第
２
学
年 

・対象や事象を捉える造形的な

視点について自分の感覚や行

為を通して気付いている。 

・手や体全体の感覚などを働か

せ材料や用具を使い、表し方な

どを工夫して、創造的につくっ

たり表したりしている。 

形や色などを基に、自分のイメー

ジをもちながら、造形的な面白さ

や楽しさ、表したいこと、表し方

などについて考えるとともに、楽

しく発想や構想をしたり、身の回

りの作品などから自分の見方や

感じ方を広げたりしている。 

つくりだす喜びを味わい楽

しく表現したり鑑賞したり

する学習活動に取り組もう

としている。 

第
３
学
年
及
び
第
４
学
年 

・対象や事象を捉える造形的な

視点について自分の感覚や行

為を通して分かっている。 

・手や体全体を十分に働かせ材

料や用具を使い、表し方などを

工夫して、創造的につくったり

表したりしている。  

形や色などの感じを基に、自分の

イメージをもちながら、造形的な

よさや面白さ、表したいこと、表

し方などについて考えるととも

に、豊かに発想や構想をしたり、

身近にある作品などから自分の

見方や感じ方を広げたりしてい

る。 

つくりだす喜びを味わい進

んで表現したり鑑賞したり

する学習活動に取り組もう

としている。 

第
５
学
年
及
び
第
６
学
年 

・対象や事象を捉える造形的な

視点について自分の感覚や行

為を通して理解している。 

・材料や用具を活用し、表し方な

どを工夫して、創造的につくっ

たり表したりしている。 

形や色などの造形的な特徴を基

に、自分のイメージをもちなが

ら、造形的なよさや美しさ、表し

たいこと、表し方などについて考

えるとともに、創造的に発想や構

想をしたり、親しみのある作品な

どから自分の見方や感じ方を深

めたりしている。 

つくりだす喜びを味わい主

体的に表現したり鑑賞した

りする学習活動に取り組も

うとしている。 

 

 

 

 

 

 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

趣
旨 

・対象や事象を捉える造形的

な視点について自分の感覚

や行為を通して理解してい

る。［知識］ 

・材料や用具を使い、表し方

などを工夫して、創造的に

つくったり表したりしてい

る。［技能］ 

形や色などの造形的な特徴を基

に、自分のイメージをもちなが

ら、造形的なよさや美しさ、表し

たいこと、表し方などについて考

えるとともに、創造的に発想や構

想をしたり（「Ａ表現」）、作品な

どに対する自分の見方や感じ方

を深めたり（「Ｂ鑑賞」）している。 

つくりだす喜びを味わい主

体的に表現及び鑑賞の学習

活動に取り組もうとしてい

る。 

指導内容や評価の観点の趣旨は、各学年の発達の段階に合わせた表記になっていま

す。下線部は、各学年のキーワードとして着目すると、目標や評価規準を作成する際

に分かりやすいですね。 

目標と同様に、評価の観点も「知識・技能」や「思考・判断・表現」の「Ａ表現」「Ｂ鑑賞」
に分かれています。 
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観点別学習状況の評価を行う際は、学習指導要領の目標や内容、内容のまとまりを踏まえ、年間の指導

と評価の計画を確認することが重要です。その上で、「内容のまとまりごとの評価規準」の考え方等を踏ま

えて学習評価を進めることが考えられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 題材における観点ごとの評価規準作成のポイント 

 ア 小学校図画工作科における「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する際の基本的な手順 

 

 

 

 

 

  ① 「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 小学校図画工作科における題材の観点ごとの評価規準作成及び評価のポイント 

７ 小学校図画工作科における「内容のまとまり」 

参考資料に示された「内
容のまとまりごとの評
価規準（例）」を基に、題
材の内容に合わせて評
価規準を作成すること
が考えられます。 

題材における観点ごとの評価規準作成の際は、「内容のまとまりごとの評価規準」か
ら作成する方法と、「内容のまとまりごとの評価規準」を踏まえ、題材の目標から作成す
る方法が考えられます。 
しかし、題材の目標から作成する方法については、題材の目標を観点ごとに示さず、

全体を一文にした場合、「内容のまとまりごとの評価規準」に係る内容において、省略す
る箇所が生じることが考えられます。そのため、「内容のまとまりごとの評価規準」から
作成することが望ましいと考えられます。 

小学校図画工作科における内容のまとまり 

第１学年及び第２学年 

 造形遊び・・・・・・「Ａ表現」(1)ア、(2)ア、〔共通事項〕(1)ア、イ 

 絵や立体、工作・・・「Ａ表現」(1)イ、(2)イ、〔共通事項〕(1)ア、イ 

 鑑賞・・・・・・・・「Ｂ鑑賞」(1)ア、〔共通事項〕(1)ア、イ 

第３学年及び第４学年 

 造形遊び・・・・・・「Ａ表現」(1)ア、(2)ア、〔共通事項〕(1)ア、イ 

 絵や立体、工作・・・「Ａ表現」(1)イ、(2)イ、〔共通事項〕(1)ア、イ 

 鑑賞・・・・・・・・「Ｂ鑑賞」(1)ア、〔共通事項〕(1)ア、イ 

第５学年及び第６学年 

 造形遊び・・・・・・「Ａ表現」(1)ア、(2)ア、〔共通事項〕(1)ア、イ 

 絵や立体、工作・・・「Ａ表現」(1)イ、(2)イ、〔共通事項〕(1)ア、イ 

 鑑賞・・・・・・・・「Ｂ鑑賞」(1)ア、〔共通事項〕(1)ア、イ 
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  ②【作成する際の観点ごとのポイント】を踏まえ、「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。 

観点 【作成する際の観点ごとのポイント（・）】 

知
識
・
技
能 

［知識］ 

・全ての題材において、低学年の「形や色など」、中学年の「形や色などの感じ」、高学年の「形

や色などの造形的な特徴」については、指導計画の作成と内容の取扱い２(3)「〔共通事項〕

のアの指導」を参考にして、題材に即して具体的に示します。 

・全ての題材において、「自分の感覚や行為を通して」については、題材に即して具体的に示す

ことも考えられます。 

［技能］ 

・全ての題材において、全学年の「材料や用具」、中学年、高学年の「前学年までの材料や用具」

については、指導計画の作成と内容の取扱い２(6)「材料や用具」を参考にして、題材に即し

て具体的に示します。 

 

 

思
考
・
判
断
・
表
現 

・全ての題材において、低学年の「形や色など」、中学年の「形や色などの感じ」、高学年の「形

や色などの造形的な特徴」については、指導計画の作成と内容の取扱い２(3)「〔共通事項〕

のアの指導」を参考にして、題材に即して具体的に示します。 

「Ａ表現」 

＜造形遊びをする活動＞ 

・低学年の「身近な自然物や人工の材料の形や色など」、中学年の「身近な材料や場所など」、高

学年の「材料や場所、空間などの特徴」については、指導計画の作成と内容の取扱い２(6)「材

料や用具」などを参考にして、題材に即して具体的に示します。 

＜絵や立体、工作に表す活動＞ 

・低学年の「感じたこと、想像したこと」、中学年の「感じたこと、想像したこと、見たこと」、

高学年の「感じたこと、想像したこと、見たこと、伝え合いたいこと」については、題材に即

して選択し、さらに具体的に示します。 

「Ｂ鑑賞」 

＜鑑賞をする活動＞ 

・低学年の「自分たちの作品や身近な材料など」、中学年の「自分たちの作品や身近な美術作品、

製作の過程など」、高学年の「自分たちの作品、我が国や諸外国の親しみのある美術作品、生

活の中の造形など」は、題材に即して選択し、さらに具体的に示します。 

 

 

態
度 

・題材に即して「表現する学習活動」や「鑑賞する学習活動」を具体的に示します。表現及び鑑

賞の活動を相互に関連させた題材では、「表現したり鑑賞したりする活動」と示します。 

 

 

 

 

 

 

文末は、学習の状況を評価することを踏まえて「～している」と表記します。 

文末は、学習の状況を評価することを踏まえて「～している」と表記します。 

文末は、学習の状況を評価することや児童の意志的な側面も評価すること

から「～しようとしている」と表記します。 
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①②の手順で作成した「内容のまとまりごとの評価規準」（第３学年及び第４学年の「造形遊び」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 小学校図画工作科における観点ごとの評価のポイント 

 

 

観点 観点ごとの評価のポイント（・） 

知
識
・
技
能 

[知識] 

・表現及び鑑賞の活動において、児童が自分の感覚や行為を通して、一人一人が感性や想像力

を働かせて様々なことを感じ取ったり考えたりし、自分なりに理解したり、何かをつくりだ

したりする際に捉えた形や色などの造形的な視点を用いている姿を見取ります。単に、形や

色などの名前を覚えるような知識のみを示すものではありません。 

[技能] 

・表現の活動において、手や体全体の感覚を働かせ、材料や用具の特徴を生かしながら、自分

の思いを基に、材料を用いたり用具を使ったりして、造形的な活動やつくり方を工夫したり

表し方を工夫したりして表している姿を見取ります。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

「Ａ表現」 

・表現の活動を通して、自分にとって新しいものやことをつくりだすことができるように、形

や色などを基に想像を膨らませたり、造形的な活動や表したいことを思い付いたりして発想

している姿や、どのように活動したり表したりするかを考えるなど構想している姿を見取り

ます。 

「Ｂ鑑賞」 

・鑑賞の活動を通して、見たり感じたりする対象のよさや美しさなどを感じ取ったり考えたり

し、自分の見方や感じ方を深め、自分なりに対象や事象を味わったり、新しい見方や感じ方

をつくりだしたりしている姿を見取ります。 

態
度 

・「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」を身に付けようとしたり、発揮しようとした

りすることへ学習活動に向かっている姿を見取ります。例えば、表現活動では、試行錯誤を

繰り返し粘り強く取り組んだり、よりよい表現を目指して構想や技能を工夫改善したりして

いく姿を、鑑賞活動では、作品などを鑑賞し、形や色などの造形的な視点を活用しながら造

形的なよさや美しさを感じ取ろうとしたり、作者の心情や表現の意図、工夫などについて考

えようとしたりするなどの意欲や態度などを見取っていきます。 

その題材で使用する「材料や用具」は、学習指導要領解説の指導計画の作成と内容の取

扱い２(6)「材料や用具」を参考にし、題材に即して具体的に示したらいいのですね！ 

※「知識・技能」における「知識及び技能」、「思考・判断・表現」における「思考力・判断力・表現力等」などの資質・能力 
 についての詳細は、学習指導要領解説小学校図画工作科編（Ｐ12～）をご参照ください。 
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１ 題材名 「いろいろテープ (造形遊びをする活動)」 

２ 題材の概要 

  本題材は、第２学年において、様々な色のビニールテープを床や机などに並べたり、つないだり、貼

ったりしてできる形や色などを基に造形遊びをする活動を通して資質・能力の育成を目指す題材です。 

 

３ 題材の目標 

 (1) 自分の感覚や行為を通して、いろいろな形や色などに気付き、ビニールテープやはさみに十分に慣

れるとともに、並べたり、つないだり、貼ったりするなど手や体全体の感覚を働かせ、活動を工夫し

てつくる。 

 (2) ビニールテープの形や色などを基に造形的な活動を思い付き、感覚や気持ちを生かしながら、どの

ように活動するかについて考える。 

 (3) 楽しくビニールテープで造形遊びをする活動に取り組み、つくりだす喜びを味わうとともに、形や

色などに関わり楽しい生活を創造しようとする。 

 

４ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現（発想や構想） 主体的に学習に取り組む態度 

・自分の感覚や行為を通して、形や

色などに気付いている。 

・ビニールテープやはさみに十分に

慣れるとともに、並べたり、つな

いだり、貼ったりするなど手や体

全体の感覚などを働かせ、活動を

工夫してつくっている。 

ビニールテープの形や色などを基

に、自分のイメージをもちながら、

造形的な活動を思い付き、感覚や

気持ちを生かしながら、どのよう

に活動するかについて考えてい

る。 

つくりだす喜びを味わい楽し

くビニールテープで造形遊び

をする学習活動に取り組もう

としている。 

事例１  キーワード…低学年における造形遊びをする活動の指導と進め方、活動時における児童 
の見取り方、「思考・判断・表現（発想・構想）」の評価 

「造形遊びをする活動」と「絵や立体、工作に表す活動」の違いは何ですか。 

９ 小学校図画工作科における評価の事例 

「Ａ表現」は、「造形遊びをする活動」と「絵や立体、工作に表す活動」に分かれています。 

二つの活動は、活動目的が違うので、設定する目標や指導内容、評価規準が変わってきます。 
 

 ○造形遊びをする活動…児童の一連の行為を止めないようにする。 

 

 
 
 
 ○絵や立体、工作に表す活動…必要な場面で、目的や主題を確認する時間を取ってもよい。 

 

 

 

造形遊びは、材料や

場所、空間から発想

していくのですね。 
 主題や内容をあらかじめ決めず、児童が材料や場所、空間などと出会い、
それらに関わるなど自分で目的を見付けて発展させていく。 

 およその目的や主題（テーマ）を基に、児童が発想や構想を行い、自分
なりの技能を活用しながら表し方を工夫して思いを実現していく。 

       ※造形遊びをする活動を設定する上で、重要な各学年の「発想」「行為」のキーワード 
         低学年…「材料」から発想し、「並べる、つなぐ、積む」 
         中学年…「材料や場所」から発想し、「組み合わせる、切ってつなぐ、形を変える」 
         高学年…「材料や場所、空間などの特徴」から発想し、「方法などを組み合わせる」 
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５ 材料・用具   ビニールテープ、はさみ 

 

６ 題材の指導と評価の計画（２時間） 

 

 

時
間 ●学習のねらい ・学習活動 知 技 

思 
態 留意点等 発想 

構想 鑑賞 

１
・
２ 

●ビニールテープの形や色

などに気付き、自分のイ

メージをもってビニール

テープの形や色などを基

に、どのような造形的な

活動ができそうかを考え

る。 

・様々な色のビニールテー

プで造形遊びを行う。 

○ 

観察 

発言 

○ 

観察 

発言 

◎ 

観察 

発言 

ワーク 

シート 

 

◎ 

観察 

発言 

ワーク 

シート 

 

 

７ 観点別学習状況の判断の例 

 

題材の評価規準 ☆Ｂの具体例  ◆Ｃへの手立て 

知
識 

自分の感覚や行為を通して、

形や色などに気付いている。 

☆ビニールテープの形や色などにこだわって活動を行っている。 

◆ビニールテープがつくりだす形や色などについて問いかける。 

技
能 

ビニールテープやはさみに十

分に慣れるとともに、並べた

り、つないだり、貼ったりする

など手や体全体の感覚などを

働かせ、活動を工夫してつく

っている。 

☆ビニールテープの形や色などを基に、並べたり、つないだり、貼

ったりするなど、はさみを使って活動を工夫してつくっている。 

◆表したいことに合わせて表し方を工夫して表すことができるよ

うに、表したい形や色などのイメージに合わせてビニールテー

プを使うよう促したり、はさみの使用方法について補助的に説

明したりするなど、表現に適した方法などを一緒に考える。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

（
発
想
や
構
想
） 

ビニールテープの形や色など

を基に、自分のイメージをも

ちながら、造形的な活動を思

い付き、感覚や気持ちを生か

しながら、どのように活動す

るかについて考えている。 

☆ビニールテープの形や色などを基に、自分のイメージをもちな

がら、友達との対話を通して造形的な活動を思い付くなど、どの

ような活動をするかについて考えている。 

◆ビニールテープの新たな並べ方やつなぎ方、貼り方などを問い

かけ、一緒に考える。 

態
度 

つくりだす喜びを味わい楽し

くビニールテープで造形遊び

をする学習活動に取り組もう

としている。 

☆楽しく友達と話したり、一緒に活動したりするなどし、ビニール

テープで造形遊びを行ったり、活動したことをワークシートに

記述したりしている。 

◆周囲の友達がどのような活動をしているかを紹介し、どのよう

な活動に取り組めそうか尋ねる。 

○･･･題材の評価規準に照らして、適宜、児童の学習状況を把握し、指導に生かします。 

◎･･･題材の評価規準に照らして、全員の学習状況を把握し、記録に残します。 

「思考・判断・表現（発想や構想）」の
評価については、児童の活動の様子を
観察する、問いかける、ＩＣＴ機器を用
いて記録する、ワークシートを用いる
などして、「知識・技能」を関連付けて
全員の学習状況を把握し、学習評価を
行い、記録に残します。 

「主体的に学習に取り組む態度」につ
いては、活動を通しての観察、授業後や
題材終末の振り返り、ワークシートな
どを用いて、全員の学習状況を把握し
て学習評価を行い、記録に残します。 

「知識・技能」の評価については、児童
の活動の様子を観察する、問いかけるな
どして、児童の学習状況を把握し、適宜、
指導に生かします。 
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８ 観点別学習状況の評価の進め方 

  造形遊びでは、単独であったり、複数の児童が協力したりするなど児童の活動形態は多様です。また、

児童の活動は活動とともに変化し、結果として残らないことが多く見られます。 

  以下の二つのポイントを踏まえて、使用するＩＣＴ機器の特徴やワークシートの形式等を考慮し、活

用する場面や方法を想定しておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) ＩＣＴ機器の活用 

   造形遊びをする活動では、児童が材料や場所、空間などの特徴から造形的な活動を思い付いて活動

します。ＩＣＴ機器を活用することで、「つくり、つくりかえ、つくる」という児童のつくる過程や活

動の変容、特徴的な様子などを記録に残すことができます。 

 

ＩＣＴ機器の特徴 

ＩＣＴ機器 特徴 

デジタルカメラ 
静止画の記録に適している。教師は、児童の活動の様子を記録したり、児童は、

自身の記録に役に立てたりし、指導や評価に生かすことができる。 

ビデオカメラ 

動画の記録に適している。映像から静止画を取り出したり、スロー機能やストッ

プ機能を使って特徴的な様子を活動の終末時に提示したりし、指導や評価に生かす

ことができる。 

タブレット端末 

デジタルカメラと比べて画面が大きく、その場で画像を確認しやすい。グループ

などの複数人で共有することに適している。また、静止画と動画の切替えも容易で

児童にとっても扱いやすい。児童が撮影した画像を教師が見ることで、活動の流れ

や思考のプロセスを確認し、指導と評価に生かすことができる。 

電子黒板 

大画面であり、学級全体でデジタルカメラやビデオカメラ、タブレット端末で撮

影した画像の共有に適している。特徴的な活動や活動前後の場所の変容を提示する

など指導に生かすことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

ＩＣＴ機器の特徴を生かしながら、評価の目的に合わせて活用することが重要なので

すね。本題材では、デジタルカメラを用いて児童の様子を把握し、学習状況の記録を

残しました。 

 一人一人が何を感じ、考え、活動しているのか、多様な評価方法を用い、適

切な場面を捉えて評価していくことが大切です。 

 協同してつくりだす活動においては、個に着目する姿勢を大事にしつつ、

観察を中心にしながら必要に応じて児童と対話を行い、全員の学習状況を把

握し、記録に残す場面を十分に検討することなどが重要です。 
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 (2) ワークシートの活用 

   ワークシートは、児童の学習活動や自己評価の場であると同時に、評価として重要な資料です。し

かし、毎時間必ず書かせたり、書き込むことに時間のかかる形式にしたりすると、表現活動の時間を

削ることになります。頻繁に行うのではなく、発達の段階を踏まえた上で、用いる題材、活動場面で

の位置付け等を意識しながら、時間を費やす程度などに配慮する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

材料や場所の特徴を

生かし、ビニールテー

プで埋め尽すなどの

造形的な活動を思い

付いたことを記述し

ています。 

造形遊びをする活動では、児童の行為を止めないように努めることが基本です。教師

の指示や説明が入ることによって、児童の思考や意欲の高まりなどを止めることにな

ります。したがって、活動中にワークシート等に記述する場面を設定することができ

ません。活動後に短時間で振り返ることができるような形式にしたり、児童の発達の

段階を考慮したりしてワークシートを作成しましょう。 
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９ 児童の活動の様子と「思考・判断・表現（発想や構想）」の評価の実際 

 

 

児童の活動の様子 評価の実際（評価の方法等） 

  「知識」や「技能」の視点で、形

や色などに着目し、工夫してつく

っている様子を観察や対話から

学習状況を把握し、指導に生かし

た。    （観察、対話、画像） 

  「知識」や「技能」の視点で、材

料や場所の特徴などに着目し、工

夫してつくっている様子を観察

や対話から学習状況を把握し、指

導に生かした。 

（観察、対話、画像） 

  「主体的に学習に取り組む態度」

の視点で、友達との対話を基に思

い付いた表し方を友達と話し合

いながら、どのような造形活動が

できそうかを考えている様子を

観察して学習状況を把握し、記録

に残した。 

（観察、対話、画像） 

  「思考・判断・表現（発想や構

想）」の視点で、自分のイメージ

をもってビニールテープの形や色

などを基に、どのような造形活動

ができそうかを考えている様子を

観察や対話から学習状況を把握

し、記録に残した。 

（観察、対話、画像） 

  「思考・判断・表現（発想や構想）」

と関連付けて、学習活動全体を通

して把握してきた「主体的に学習

に取り組む態度」の学習評価を記

録に残した。 

（観察、画像、ワークシート） 

二つの机の間にビニール

テープを貼ってつなぐと

クモの巣になるなど、材料

と場所から発想し、形を意

識して工夫した活動を思

い付いています。 

ビニールテープの色に着

目し、机上での並べ方やつ

なぎ方、貼り方などを試し

ています。 

友達との対話を通して、見

る角度によって見方が変

わることに気付いたこと

から、造形的な面白さや楽

しさに浸っている様子が

うかがえます。 

それまでの行為を通して

気付いたビニールテープ

の「貼る」「伸びる」という

材料の特徴や机と床の高

低差を生かして、活動を広

げています。 

同じような活動をしてい

る友達との対話を通して、

思い付いた使う色や貼り

方などの表し方を試して

います。 
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１ 題材名 「はこの中みは？ ～さわって 見て 感じとろう～」 

 

２ 題材の概要 

  本題材は、第３学年において、身近な民芸品であるお面を手や指先で触る鑑賞の活動を行った後、実

際に目で見ながら触る鑑賞の活動を行います。二つの鑑賞活動を通して、児童が対象について感じたこ

と等を言葉で表したり友達と話し合ったりするなど言語活動を充実させることで、造形的な見方や感じ

方を広げる資質・能力の育成を目指す題材です。 

 

３ 題材の目標 

  自分の感覚や行為を通して、民芸品のお面の形や色、質感などの感じが分かるとともに、身近な民芸

品であるお面の造形的なよさや面白さ、表したいこと、いろいろな表し方などについて、自分の見方や

感じ方を広げるなど、進んで鑑賞する活動に取り組む。 

 

４ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現（鑑賞） 主体的に学習に取り組む態度 

自分の感覚や行為を通

して、民芸品であるお

面の形や色、質感など

の感じが分かってい

る。 

見ながら触って分かった形や色、質感などの感じを

基に、自分のイメージをもちながら、身近な民芸品

であるお面の造形的なよさや面白さ、表したいこ

と、いろいろな表し方などについて、感じ取ったり

考えたりして自分の見方や感じ方を広げている。 

つくりだす喜びを味わい、

進んで身近な民芸品である

お面を鑑賞する学習活動に

取り組もうとしている。 

事例２ キーワード…独立して設定した鑑賞をする活動における「思考・判断・表現（鑑賞）」の 
          「指導に生かす評価（形成的評価）」と「記録に残す評価」 

自分たちの作品を鑑賞する以外に、鑑賞をする活動はありますか。 

 

 

 

 

 

                ・「Ａ表現」の「絵や立体、工作に表す活動」において 

題材の終末時に自分たちの作品を鑑賞する活動を設定する 

                ・「Ａ表現」の題材の導入時に、児童の表現の手立てとして設定する など 
 
 

                ・身近な材料や美術作品、我が国や諸外国の親しみのある美術作品、 

                 生活の中の造形などを鑑賞する活動として単独で設定する など 

 

 

「Ｂ鑑賞」における「鑑賞をする活動」で育成する資質・能力 

「思考力、判断力、表現力等」であり、自分たちの作品、我が国や諸外国の親しみの

ある美術などを活動の対象として示すとともに、造形的なよさや美しさなどについ

て感じ取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を深めること 

指導の効果を高
めるために、児童
一人一人の活動
が能動的になる
ようにすること
が大切です。 

「Ａ表現」の活

動と相互に関連

させる 
鑑賞 

独立して設定す

る 

※鑑賞する活動を独立して設定する際の留意点 （学習指導要領解説 P106） 
 ①児童がよさや美しさなどについて関心をもって感じ取ったり考えたりし、一人一人の感じ方や見方を深 
  めることができるような内容であること 
 ②鑑賞する対象は発達の段階に応じて児童が関心や親しみのもてる作品などを選び、作品や作者について 
  の知識は結果として得られるものであること 
 ③児童が対象について感じたことなどを言葉にしたり友人と話し合ったりするなど、言語活動を充実する 
  こと 
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５ 材料・用具   お面（触ることができる身近な民芸品）、箱など 

 

６ 題材の指導と評価の計画（１時間） 

 

 

 

７ 観点別学習状況の判断の例 

時
間 ●学習のねらい・学習活動 知 技 

思 
態 留意点等 発想 

構想 鑑賞 

１ 

●見ながら触って分かっ

た形や色、質感などの感

じを基に、自分のイメー

ジをもちながら、身近な

民芸品であるお面の造

形的なよさや面白さ、表

したいこと、いろいろな

表し方などについて、感

じ取ったり考えたりし、

自分の見方や感じ方を

広げる。 

・箱に入った身近な民芸品

のお面を触ったり、見て

触ったりする鑑賞活動

を行う。 

○ 

観察 

発言 

ワーク 

シート 

  

◎ 

観察 

発言 

ワーク 

シート 

◎ 

観察 

発言 

ワーク 

シート 

 

題材の評価規準 ☆Ｂの具体例  ◆Ｃへの手立て 

知
識 

自分の感覚や行為を通して、

身近な民芸品であるお面の形

や色、質感の感じなどが分か

っている。 

☆触ったり、見ながら触ったりする活動を通して、お面の形や色、

質感などの感じが分かっている。 

◆身近な民芸品であるお面を触ったり見たりして、形や色、質感

などの感じが分かるような問いかけや言葉かけを行う。 

思
考
・
判
断
・
表
現
（
鑑
賞
） 

見ながら触って分かった形や

色、質感などの感じを基に、

自分のイメージをもちなが

ら、身近な民芸品であるお面

の造形的なよさや面白さなど

について、感じ取ったり考え

たりして自分の見方や感じ方

を広げている。 

☆触るだけでなく、見ながら触って分かったお面の形や色、質感

などの感じなどを基に、自分のイメージをもちながら、造形的

なよさや面白さなどについて、感じ取ったり考えたりしたこと

を友達と伝え合い、ワークシートに言葉や絵で表すなど、自分

の見方や感じ方を広げている。 

◆形や色、質感などの感じを基に、身近な民芸品であるお面の造

形的なよさや面白さに目を向けることができるような問いか

けや言葉かけを行う。 

態
度 

つくりだす喜びを味わい、進

んで身近な民芸品であるお面

を鑑賞する学習活動に取り組

もうとしている。 

☆手や指先で触ったり、目で見たりする鑑賞の活動を通して、民

芸品であるお面の形や色、質感などの感じを感じ取ったり、造

形的なよさや面白さなどを、友達との対話を通して、進んで言

葉や絵で表したりしている。 

◆身近な民芸品であるお面を触ったり見たりして分かった形や

色、質感などの感じを尋ねる。 

○･･･題材の評価規準に照らして、適宜、児童の学習状況を把握し、指導に生かします。 

◎･･･題材の評価規準に照らして、全員の学習状況を把握し、記録に残します。 

「知識」の評価については、児童の活動の
様子を観察する、問いかけるなどして、児
童の学習状況を把握し、適宜、指導に生か
します。 

「思考・判断・表現（鑑賞）」の評価につい
ては、児童の活動の様子を観察する、問い
かける、ＩＣＴ機器を用いて記録する、ワ
ークシートを用いるなどして、「知識・技
能」を関連付けて全員の学習状況を把握
し、学習評価を行い、記録に残します。 

「主体的に学習に取り組む態度」について
は、活動を通しての観察、授業後や題材終
末の振り返り、ＩＣＴ機器を用いた記録、
ワークシートなどを用いて、全員の学習状
況を把握して学習評価を行い、記録に残し
ます。 
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８ 「思考・判断・表現（鑑賞）」の評価の実際と総括 

 (1) 児童の学習活動と評価の実際 

時間 学習活動（・） 評価の実際（評価の方法等）★評価規準 

１(

前
半
の
活
動)

 

・箱の中のお面を触る活動を通して、友 

 達と対話しながら鑑賞活動を行う。 

「知識」と関連付けて、作品を触って鑑賞している様子を、

主に観察や対話から学習状況を把握し、指導に生かした。 

（観察、対話、ワークシート） 

 

 

 

 

１(

後
半
の
活
動)

 

・箱の中のお面を見ながら触る活動を

通して、友達と対話しながら鑑賞活

動を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

・触るだけでなく、実際に見ながら触

ることで気付いたことや分かったこ

となどを学級全体で話し合う。 

「知識」に関連付けて、作品を見ながら触って鑑賞している

様子を、主に観察や対話から学習状況を把握し、記録に残し

た。            （観察、対話、ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

活動を振り返る場面での発話やワークシートの記述から、学

習状況を把握し、記録に残した。  （観察、ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜「記録に残す評価」の判定基準＞ 
★ 見ながら触って分かった形や色、質感などの感じを基に、自分のイメージをもちながら、身近な民芸品であるお面
の造形的なよさや面白さなどについて、感じ取ったり考えたりして自分の見方や感じ方を広げている。 

Ａ 触るだけでなく、見ながら触って分かった形や色、質などの感じを基に、これまでの経験と関連付けながら、自分
のイメージをもって、造形的なよさや面白さなどについて、感じ取ったり考えたりして、友達と伝え合い、ワークシ
ートに言葉や絵で表すなど、自分の見方や感じ方を広げている。 

Ｂ 触るだけでなく、見ながら触って分かった形や色、質感などの感じを基に、自分のイメージをもって、造形的なよ
さや面白さなどについて、感じ取ったり考えたりして、友達と伝え合い、ワークシートに言葉や絵で表すなど、自分
の見方や感じ方を広げている。 

Ｃ 感じ取ったり考えたりしたことについて、友達と話したり、ワークシートに言葉や絵で表したりしていない。 

＜「指導に生かす評価（形成的評価）」の判定基準）＞ 
★ 手や指先の触覚を通して感じ取った、お面の形や質感などの
感じについて、言葉や絵で表している。 

Ａ 手や指先の触覚を通して、感じ取ったお面の形や質感などの
感じを基に、自分のイメージをもちながら造形的なよさや面白
さについて、友達と話したり、ワークシートに言葉や絵で表し
たりしている。 

Ｂ 手や指先の触覚を通して、感じ取ったお面の形や質感などの
感じについて、言葉や絵で表している。 
→ 形や質感などの感じからイメージする、お面の造形的なよ 
 さや面白さを言葉や絵で表すよう促す。 

Ｃ お面を触っているが、言葉や絵で表していない。 
→ 手や指先の触覚を通して感じ取った、お面の形や質感など 
 の感じについて尋ね、言葉や絵で表すよう促す。 

触って気付いた形や質感などの感じを言葉で記述しています。 

手や指先で感じ取った形や質感の感じなどについて友達と対話
しながら、造形的なよさや面白さを話し合っています。 
 

実際に見て触ることで、触っていた部分を確かめながら、触っ

ていた凹凸に着色があり、イメージしていた形や色、質感の感

じなどの違い、お面の造形的なよさや面白さなどを友達と話し

合っています。 

触るだけのときと見ながら触ったときとの違いや気付き、ま

た、触るだけでなく見ながら触ることで、分かったことや感じ

たことなどを学級全体で共有し、伝え合っています。 
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 (2) 本題材における「指導に生かす評価（形成的評価）」と「記録に残す評価」とのつながり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 観点別学習状況の評価「思考・判断・表現（鑑賞）」の総括の例 

  ア 前半の活動において、「Ｃ」であったが、教師の問いかけによって「Ｂ」に判断した児童の例 

 

 

 

 

  イ 前半の活動において、「Ｃ」であったが、後半の活動を通して、「Ｂ」と判断した児童の例 

 

 

 

 
 

  ウ 二つの活動を通して、「Ｂ」であったが、活動終末において「Ａ」と判断した児童の例 

 

 

 

 

 

 

本題材では、「指導に生かす評価（形成的評価）」の判定基準として、前半の活動を設
定しています。全ての児童が本時の目標を達成するために、教師の手立てを必要とし
ている児童を見取る、一つの判定基準として位置付けています。 

前半の活動に設定した「判定基準」のＢ以上とならないと、全ての児童は、「おおむね満
足できる状態（Ｂ）」に到達しないという考え方で、その後の指導に生かすとよいのです
ね！ 

＜Ｄ児＞ 

 前半の活動において、箱の中のお面を触り、形や質感などを探っていたが、友達との対話やワーク

シートに言葉や絵で表していなかったため、どのような感じがしたのかを問いかけると、「ふわふわ」

「穴がある」などの短い言葉で表すことができたため、「Ｂ」と判断した。 

＜Ｆ児＞ 

 二つの活動を通して、感じ取ったことを友達との対話やワークシートにあまり表しておらず、「Ｂ」

としていたが、活動終末の振り返りの場面において、触るだけでなく見ながら触ることを通して、何

か気付きがあるか問いかけたところ、友達の考えやこれまでの日常生活における経験と関連付けて造

形的な面白さを述べたため、「Ａ」と判断した。 

＜Ｅ児＞ 

 前半の活動において、箱の中のお面を触って感じ取ったことを友達と対話したり、ワークシートに

書いたりすることができず、「Ｃ」であったが、後半の活動において、触っていた部分の形や色のイ

メージの違いや驚きがあるのかを問うと、見ながら触って初めて分かったことを述べたため、「Ｂ」

と判断した。 
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１ 題材名 「○〇な光の形 ～光と白いスポンジを組み合わせて表そう～（立体に表す）」 

 

２ 題材の概要 

  本題材は、第５学年において、メラミンスポンジやカラーストローに光を当てたり、段ボールカッタ

ーで形を変えたりして立体に表す活動や鑑賞する活動を通して資質・能力の育成を目指す題材です。 

 

３ 題材の目標 

 (1)・自分の感覚や行為を通して、形や色などの造形的な特徴を理解する。 

  ・活動に応じてＬＥＤライトやメラミンスポンジを活用するとともに前学年までの段ボールカッター、

接着剤などについての経験や技能を総合的に生かしたり、表現に適した方法などを組み合わせたり

するなどして、表したいことに合わせて表し方を工夫したりして表す。 

 (2)・形や色、動き、バランス、色の鮮やかさなどの造形的な特徴を基に、自分のイメージをもち、メラ 

ミンスポンジに光を当てたり形を変えたりして感じたことから、表したいことを見付け、形や色、

材料の特徴、構成の美しさなどの感じ、用途などを考えながら、主題を表す方法について考える。 

  ・自分や友達の作品の造形的なよさや美しさ、表現の意図や特徴、表し方の変化などについて、感じ

取ったり考えたりし、自分の見方や感じ方を深める。 

 (3)・主体的に光がつくりだす形や色などの造形的な特徴を生かして表現や鑑賞をする学習活動に取り組

み、つくりだす喜びを味わうとともに、形や色などに関わり楽しく豊かな生活を創造しようとする

態度を養う。 

 

４ 題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・自分の感覚や行為を通して、

光がつくりだす形や色、動き

やバランス、色の鮮やかさな

どの造形的な特徴を理解して

いる。 

・活動に応じてＬＥＤライトや

メラミンスポンジを活用する

とともに前学年までの段ボー

ルカッター、接着剤などにつ

いての経験や技能を総合的に

生かしたり、表現に適した方

法などを組み合わせたりする

などして、表したいことに合

わせて表し方を工夫したりし

て表している。 

・形や色、動き、バランス、色の鮮やか

さなどの造形的な特徴を基に、自分の

イメージをもち、メラミンスポンジに

光を当てたり形を変えたりしながら

感じたことから、表したいことを見付

け、形や色、材料の特徴、構成の美し

さなどの感じ、用途などを考えなが

ら、主題を表す方法について考えてい

る。 

・形や色、動き、バランス、色の鮮やか

さなどの造形的な特徴を基に、自分の

イメージをもちながら、自分や友達の

作品の造形的なよさや美しさ、表現の

意図や特徴、表し方の変化などについ

て、感じ取ったり考えたりし、自分の

見方や感じ方を深めている。 

つくりだす喜びを味わい、主体

的に光がつくりだす形や色な

どの造形的な特徴を生かして

表現や鑑賞をする学習活動に

取り組もうとしている。 

 

５ 材料・用具 

  ＬＥＤライト、メラミンスポンジ、カラーストロー、段ボールカッター、はさみ、木工用ボンド 

事例３ キーワード…高学年、立体に表す活動と鑑賞する活動を相互に関連させた題材における指 
          導と評価の計画から評価の総括まで 
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６ 指導と評価の計画（３時間） 

 

 

７ 観点別学習状況の進め方 

 (1) 事例における観点別学習状況の判断の例 

時
間 ●学習のねらい ・学習活動 知 技 

思 
態 留意点等 発想 

構想 鑑賞 

１ 

・ 

２ 

●形や色、動き、バランス、色

の鮮やかさなどを基に、自

分のイメージをもち、メラ

ミンスポンジに光を当てた

り形を変えたりしながら感

じたことから、表したいこ

とを見付け、形や色、材料の

特徴、構成の美しさなどの

感じを考えながら、どのよ

うに主題を表すかについて

考える。 

・ＬＥＤライトの光やメラミ

ンスポンジ、カラーストロ

ーを使って、立体に表す。 

○ 

観察 

対話 

ワーク

シート 

◎ 

観察 

対話 

作品 

ワーク

シート 

◎ 

観察 

対話 

作品 

ワーク

シート 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

●自分や友達の作品の造形的

なよさや美しさ、表現の意

図や特徴、表し方の変化な

どについて、感じ取ったり

考えたりし、自分の見方や

感じ方を深める。 

・主題を伝え合い、作品を相互

に鑑賞する。 

 

 

 

 

 

◎ 

観察 

対話 

作品カード 

ワーク

シート 

  

◎ 

観察 

対話 

作品カード 

ワーク

シート 

◎ 

観察 

対話 

作品カード 

ワーク

シート 

 

題材の評価規準 ☆Ｂの具体例  ◆Ｃへの手立て 

知
識 

自分の感覚や行為を通して、

光がつくりだす形や色、動き

やバランス、色の鮮やかさな

どの造形的な特徴を理解して

いる。 

☆立体に表す活動や鑑賞活動を通して、光とメラミンスポンジ、

カラーストローがつくりだす形や色、動き、バランス、色の鮮

やかさなどの造形的な特徴などを理解している。 

◆光とメラミンスポンジ、カラーストローがつくりだす形や色な

どの造形的な特徴に気付くような言葉かけを行う。 

技
能 

活動に応じてＬＥＤライトや

メラミンスポンジ、カラース

トローを活用するとともに前

学年までの段ボールカッタ

ー、接着剤などについての経

験や技能を総合的に生かした

り、表現に適した方法などを

組み合わせたりするなどし

て、表したいことに合わせて

表し方を工夫したりして表し

ている。 

☆ＬＥＤライトやメラミンスポンジ、カラーストローがつくりだ

す形や色などの造形的な特徴、材料の特徴などを表現方法に応

じて活用し、段ボールカッター、接着剤など、これまでの経験

や技能を生かしたり、表現に適した方法などを組み合わせたり

しながら、表したいことや主題に合わせた表し方を工夫して表

している。 

◆表したいことに合わせて、表し方を工夫して表すことができる

ように、自分のイメージに合ったメラミンスポンジの形や組合

せを問いかけたり、段ボールカッター、接着剤などの使用方法

について補助的に説明したりするなど、表現に適した方法など

を一緒に考える。 

「思考・判断・表現（発想や構想）」については、
観察する、問いかける、ＩＣＴ機器を用いて記
録する、ワークシートを用いるなどして、全員
の学習状況を把握し、記録に残します。 

「主体的に学習に取り組む態度」について
は、活動を通しての観察、授業後や題材終末
の振り返り、ＩＣＴ機器を用いた記録、ワー
クシートなどを用いて、全員の学習状況を
把握して記録に残します。 

「知識」については、「思考・判断・表現（鑑
賞）」と関連させて、観察する、問いかける、
ＩＣＴ機器を用いて記録する、ワークシート
を用いるなどして、全員の学習状況を把握
し、記録に残します。 

「技能」については、観察する、問いかける、
ＩＣＴ機器を用いて記録する、ワークシート
を用いるなどして、「思考・判断・表現（発
想や構想）」と関連させて、全員の学習状況
を把握し、記録に残します。 

「思考・判断・表現(鑑賞)」については、観
察する、問いかける、ＩＣＴ機器を用いて記
録する、ワークシートを用いるなどして、全
員の学習状況を把握し、記録に残します。 

本題材が光や材料、材料同士の組合せなどか
ら主に発想や構想をすることから、「知識」
については、「思考・判断・表現（発想や構
想）」に関連させて、児童の活動の様子を観
察する、問いかけるなどして、児童の学習状
況を把握し、適宜、指導に生かします。 

○･･･題材の評価規準に照らして、適宜、児童の学習状況を把握し指導に生かします。 
◎･･･題材の評価規準に照らして、全員の学習状況を把握し記録に残します。 
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 (2) 本題材における指導と評価の実際 

思
考
・
判
断
・
表
現 

（
発
想
や
構
想
） 

形や色、動き、バランス、色の

鮮やかさなどの造形的な特徴

を基に、自分のイメージをも

ち、メラミンスポンジに光を

当てたり形を変えたりしなが

ら感じたことから、表したい

ことを見付け、形や色、材料

の特徴、構成の美しさなどの

感じ、用途などを考えながら、

主題を表す方法について考え

ている。 

☆メラミンスポンジに光を当てたり形を変えたりしながら感じ

たことを基に、自分のイメージをもちながら、形や色などの造

形的な特徴、材料の特徴、構成の美しさなどを考え、表したい

ことを見付けたり、ワークシートを使ったりするなどして、主

題をどのように表すかについて考えている。 

◆自分のイメージをもてるように、形や色などの造形的な視点を

示したり、メラミンスポンジに光を当てたり形を変えたりする

様子を見て感じたことから、表したいことを見つけるよう促

す。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

（
鑑
賞
） 

形や色、動き、バランス、色の

鮮やかさなどの造形的な特徴

を基に、自分のイメージをも

ち、自分や友達の作品の造形

的なよさや美しさ、表現の意

図や特徴、表し方の変化など

について、感じ取ったり考え

たりし、自分の見方や感じ方

を深めている。 

☆友達との対話を通して、形や色、動きやバランス、色の鮮やか

さなどの造形的な特徴を基に、自分のイメージをもちながら、

友達の作品の造形的なよさや美しさ、表現の意図や特徴、表し

方の変化、作品の主題などについて、感じ取ったり考えたりし、

自分の見方や感じ方を深めている。 

◆形や色などの造形的な特徴を基に、友達の作品の造形的なよさ

や美しさに目を向けることができるような言葉かけを行う。 

態
度 

つくりだす喜びを味わい、主

体的に光がつくりだす形や色

などの造形的な特徴を生かし

て造形遊びをしたり、表現や

鑑賞をしたりする学習活動に

取り組もうとしている。 

☆光を当てると美しく見える形や光、材料の特徴、構成の美しさ

などの造形的な特徴を考えながら、どのように主題を表すかに

ついて考えていたり、友達の作品を鑑賞したりしている。 

◆児童の意欲を高めるために、ＬＥＤライトの光をメラミンスポ

ンジやカラーストローに当てて見える形や色について問いか

け、気付いたことやできそうなこと、感じたこと、考えたこと

などを尋ねる。 

時
間 学習活動（・） 

評価の実際 

観点 評価の実際（評価の方法等） 

１
・
２ 

・メラミンスポンジやカラーストローをＬＥ

Ｄライトの光に透かして材料を試し、表し

たいことを見付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「思考・判断・表現（発想や構想）」と関連付

けて、形や色などに着目している様子を観察

や対話から学習状況を把握し、学習指導に生

かした。   （観察、対話、ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

厚さの違うメラミンスポンジやカラースト

ローをＬＥＤライトの光に透かし、色を確か

めています。光に透かして分かったカラース

トローの色を自分のイメージにつなげよう

としていることが分かります 
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１
・
２ 

・メラミンスポンジに光を当てたり形を変え

たりしながら感じたことから、主題を意識し

ながら表したいことを見付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・形や色、材料の特徴、構成の美しさなどの感

じを考えながら美しい表し方を工夫して立

体に表す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

思◎ 

(発・構) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技◎ 

表したいことを考えて見付けている様子を、

主にワークシートへの記述や対話から学習状

況を把握し、記録に残した。 

（観察、対話、作品、ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品の構成を確かめながら、次に表したいこ

とを考えている様子を、主に観察や対話から

学習状況を把握し、記録に残した。 

（観察、対話、作品、ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

「知識」と「思考・判断・表現（発想や構想）」

を関連付けて、表し方を工夫して表している

様子を、対話やワークシート、作品カードへ

の記述から学習状況を把握し、記録に残した。 

（対話、作品、作品カード、ワークシート） 

３ 

・主題を伝え合い、作品を相互に鑑賞する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

形や色などに着目して鑑賞している様子を、

主に観察や対話から学習状況を把握し、記録

に残した。 

（観察、対話、ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

光が通す色と、メラミンスポンジやカラ

ーストローの仕組みを確かめています。

形や色などの造形的な特徴を理解しな

がら鑑賞をしている様子が分かります。 

 

加工して組み合わせたメラミンスポン

ジやカラーストローの形や色、バラン

ス、構成の美しさなどを光の当たる角度

を変えて確かめています。また、その様

子から、次の表し方を考えている様子が

うかがえます。 

材料を光に透かしたり、スポンジにス

トローを突き刺したりして試した経験

を基に、形や色、置きたい場所などを

意識しながら、ウェビングマップを使

って、作品のイメージを広げていま

す。自分のイメージ表したい形や色を

構想している様子が分かります。 

メラミンスポンジとカラーストローの

厚さや長さ、色の順番、配置などを考え、

光の当たる角度を調節するなど、自分の

イメージに合うように工夫して表して

います。 



 

22 

 

 (3) 作品カードやワークシートの活用 

   図画工作科は、形として残る作品だけで評価せず、つくる過程における児童の活動の様子を観察し、

問いかけたり声をかけたりしながら児童の思考や行為を見取っていきます。イメージを広げ、作品の

構想を考えたり、作品を鑑賞する活動を通して感じ取ったり考えたりして深まった造形的な見方・考

え方などを見取る上で評価の有効な方法の一つになるのが、「思考の足跡」となる作品カードやワーク

シートです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本題材を通じて、感じたことや気付いたこと

などを学級全体で交流して活動を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

思◎ 

(鑑賞) 

 

 

 

 

 

 

 

 

態◎ 

 

作品を鑑賞している様子を、主に観察や対話

から把握し、記録に残した。 

（観察、対話、ワークシート） 

 

 

 

 

 

 

 

学習活動全体を通して把握してきた「主体的

に学習に取り組む態度」の学習評価を踏まえ

て、記録に残した。 

（観察、対話、作品カード、ワークシート） 

  

作品カード 

 

ＬＥＤライトの光と、材料であるメラミンスポンジやカラーストローの組合せ方を試しな

がら、光の加減やスポンジの白の効果を考えて、キラキラと光る森をイメージしながら工

夫して表したことが分かり、「技能」の観点で見取ることができます。 

友達が書いた作品カードと作品を確認

し、友達との対話を通して、見る角度に

よって変わる作品の造形的なよさや美

しさ、表したいことなどを感じ取ったり

考えたりしている様子がうかがえます。 

本題材の表現及び鑑賞をする活動を通

して、学級の友達と共同して造形活動を

したいと記述していることから、造形へ

の意欲の高まりが感じられます。 
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８ 観点別学習状況の評価の総括 

 

 

 「知識・技能」では、「知識」と「技能」を、「思考・判断・表現」では、「思考・判断・表現（発想や

構想）」「思考・判断・表現（鑑賞）」を考え合わせて総括することになります。その際に、年間指導計画

上の題材の位置付けを考慮する必要があります。 

観点別学習状況の総括のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業後に行う観点別学習状況の評価における総括の進め方を教えてください。 

ワークシート 

 

 

 

 

 

  

３
時
目
に
設
定
し
た
相
互
鑑
賞
に

お
け
る
友
達
の
作
品
に
対
す
る
コ

メ
ン
ト 

 

題
材
の
導
入
時
で
あ
る
１
・
２
時
目

に
お
い
て
、
児
童
が
考
え
た
作
品
の

発
想
や
構
想 

１
・
２
時
目
の

終
末
に
お
け
る

表
現
活
動
の
振

り
返
り 

題材を通した 

全学習活動の振り返り 

３時目における児童のめあて １・２時目における児童のめあて 

３
時
目
に
お
け

る
相
互
鑑
賞
の

振
り
返
り 

一枚で児童の「思考の足跡」を確認することができますね。ノートを
使用する場合においても、どのような観点で評価するのか事前に計画
し、指示や発問を考えておくことが重要なのですね。 

児童の活動における行為の見取りが基本となりますが、見取ることができなかった児

童の「思考・判断・表現（発想や構想、鑑賞）」を文字化されたワークシートによって

補い、評価に生かしていきます。また、「知識・技能」や「主体的に学習に取り組む態

度」などの他の観点についても、評価資料として補填することができます。 

 

思
考
・
判
断
・
表
現
（
鑑
賞
） 

 

 

思
考
・
判
断
・
表
現
（
発
想
や
構
想
） 

 

例：題材名「○○な光の形」 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本題材で記録に残さなかった資質・能力
は、どうしたらいいですか。 

本題材における評価の視点 

「Ａ表現」における「技能」と

「思考・判断・表現（発想や構

想）」を重視して評価の総括を

行っていく 

表現及び鑑賞の活動における、
〔共通事項〕の「知識」と「思
考・判断・表現」の「発想や構
想」、「鑑賞」を合わせて評価 

本題材の特性 

材料の形や色など
の組合せから自分
のイメージを広げ
て発想や構想をし
ていく題材 

表現及び鑑賞の活
動を相互に関連さ
せた題材 

年間指導計画上の位置付けを考慮する 

・「Ａ表現」の「知識」 
・「Ｂ鑑賞」の 
「思考・判断・表現」 

→二つの資質・能力を見
取る活動を、今後行う題
材の中で設定していく 

「本題材では、ここを重点
的に見る！」と割り切り、
別の題材で補いましょう。 
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本事例における観点別学習状況の評価の総括の例 

氏名 観 点 記録に 
残す評価 総括 メモ（活動中の見取り） 

Ｇ児 

知 技 

知 識 Ａ 

Ａ 

材料を組み合わせてできる形や色などの造形的な特徴を理解し、表現につなげている。 

技 能 Ａ 段ボールカッターを適宜用い、材料の特徴を理解した上で表したいことに合わせて工夫
して表していた。 

思 
発想や構想 Ａ 

Ａ 
材料の形や色などを基に、自分のイメージに合わせて表すことができていた。 

鑑 賞 Ｂ  

態  Ａ Ａ ワークシートや作品カードへの記述は、あまり多くなかったが、全学習活動において、
主体的に取り組み、作品をつくっていた。 

Ｈ児 

知 技 

知 識 Ｂ 

Ｂ 

 

技 能 Ｃ メラミンスポンジ同士の接合に悩んでいた→木工用ボンドを使用することを進め、使い
方を指導→それでも、うまく接合できない。 

思 
発想や構想 Ｂ 

Ｂ 
 

鑑 賞 Ａ 友達の作品の色に着目しながら、主体的に鑑賞する。 

態  Ｂ Ｂ  

Ｉ児 

知 技 
知 識 Ａ 

Ｂ 

友達の作品を光に透かし、材料の組合せからできる形や色の特徴を理解し、鑑賞してい
た。 

技 能 Ｂ  

思 
発想や構想 Ａ 

Ａ 
材料を組み合わせてできる形や色の特徴からイメージを広げていた。 

鑑 賞 Ａ 友達の思いと作品の形や色に着目して鑑賞することができていた。 

態  Ａ Ａ 全学習活動において主体的に取り組み、作品をつくっていた。 

 (1) 「思考・判断・表現」の総括の例 

 

 

 

 

 

 

 (2) 「知識・技能」の総括の例 

 

 

 

 

 

 

 (3) 「主体的に学習に取り組む態度」の総括の例 

 

 

 

 

 

＜Ｈ児＞ 
「技能」において、メラミンスポンジ同士の接合に悩み、活動が停滞していたため、木工用ボンドの使用
を進め、使い方を提示したが、接合がうまくできなかったため、「Ｃ」とした。しかし、「知識」において、
表現活動と鑑賞活動の両場面で、形や色に着目しながら活動したため、「Ｂ」と判断した。 

＜Ｇ児＞ 

活動の様子、発言、ワークシート、作品、作品カードを基に、総括的に評価を行ったが、主に活動の様子

や発言を重点において評価を行った。ワークシートや作品カードへの記述は、他の児童と比べ、あまり多

くなかったが、全ての学習活動において主体的に取り組んでいたため、「Ａ」と判断した。 

＜Ｈ児＞ 
「思考・判断・表現（鑑賞）」において、友達の作品の色に着目しながら主体的に鑑賞し、「Ａ」であった
が、「思考・判断・表現（発想や構想）」において「Ｂ」であったため、「Ｂ」と判断した。 

＜Ｇ児＞ 
「思考・判断・表現（鑑賞）」において、友達の作品を光に透かし、材料の組合せからできる形や色の特徴
を理解し鑑賞しており、「Ｂ」であったが、「思考・判断・表現（発想や構想）」において「Ａ」であったた
め、「Ａ」と判断した。 

＜Ｉ児＞ 
鑑賞時における「知識」において、友達の作品を光に透かし、材料の組合せからできる形や色の特徴を理
解し、鑑賞しており、「Ａ」としたが、「技能」において「Ｂ」としたため、「Ｂ」と判断した。 

ワークシートや作品カードからは読み取れない、活動時における主体的な活動の様子を観察する必要があり
ます。記録に残す評価の回数や場面に応じて総括するなど、あらかじめ計画を立てておくことが大切です。 
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10 Ｑ＆Ａ 

Ｑ２ 「おおむね満足できる」姿とは、児童のどのような姿ですか。 

Ａ 児童の発達の段階を踏まえて、「しようとしていること・していることが、当たり前にできている状

況」と言えます。 

   

例:はさみの刃先よりも刃元で切る方が切りやすい、はさみをもっている手ではなく、紙を回転させ

て切る方がきれいに切れるなどを理解した上で当たり前に活動している姿 など 

 

  図画工作科における評価は、実際で見取る「観察法」が最も評価の信頼性を生むことになります。

「観察法」は、他の教科でも多く用いられる評価方法です。観察を通して、減点主義ではなく、加点主

義という意識を念頭に置き、児童の活動の良い点を見取っていきましょう。 

 

Ｑ３ １回（１単位時間）の授業で３観点の全てを評価するのでしょうか。 
。 

Ａ 評価しません。 

 

  「第１章 総説 １(２)③『主体的・対話的で深い学び』の実現に向けた授業改善の推進」において、

単元や題材などの内容や時間のまとまりを見通して、資質・能力の育成を図る授業改善を進められるこ

とが示されたと述べられています。これは１回１回の授業で全ての学びが実現されるものではなく、単

元や題材などの内容や時間のまとまりの中で学習を振り返る場面を設定するなどの指導の工夫を示して

います。評価も同様に、授業ごとに全ての評価項目を見取ることを計画しても、真に児童の姿を評価せ

ずに「評価のための評価」になる恐れがあります。 

 

  また、図画工作科の学習指導要領解説の「第４章 指導計画の作成と内容の取扱い ２(４)」には、

「活動の全過程を通して、児童が実現したい思いを大切にしながら」とあります。そこで「自分のよさ

や可能性を見出す」とありますので、全過程で見いだした「よさや可能性」を個人内評価として記録し

たり、「主体的に学習に向かう態度」としたりして、次の題材で指導に生かすなどの工夫が大切です。 

  特に、「主体的に学習に向かう態度」の評価に関しては、題材を超えて見出すものと考え、挙手の回

数や忘れ物の数などで決めることがないよう注意が必要です。 

Ｑ１ 評価が主観によって左右されないか不安です。どのようにしたらよいですか。 

Ａ 図画工作科における評価は、直感的な判断力と児童の活動の様子を捉える質的評価※になります。そ

の質的評価の精度や信頼性を高めるには、児童理解を深めるとともに、教師の指導力を向上させること

が欠かせません。日々の教育活動を基に研修などを通して、自身の評価能力を高めましょう。例えば、

研修機関が開く研修会への参加や校内研修などで、教職経験の違う他の教師と自分の見方や考え方を出

し合い、他者と異なることを認識した上で、指導と評価の改善の方向を見出すことが大切です。 

  ※質的評価…感想文や振り返りシートなどの文章、作品や実演、観察や応答などによって質的に表現する評価のこと 

 

  また、一つの題材を長時間設定するのではなく、年間指導計画において、できるだけ数多くの題材を

設定し、一つの観点の評価を積み重ねて、信頼性を高めることも重要です。 
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 ・文部科学省  小学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説 図画工作編 2018 年 日本文教出版 

 ・国立教育政策研究所 「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料【小学校 図画工作】 

   教育課程研究センター 2020 年 東洋館出版社 

 ・阿部 宏行  「図工を通して 子どもがもっと好きになる 評価のＡＢＣ」 2020 年 日本文 

             教出版 

 ・岡田 京子  「小学校図工 指導スキル大全」 2019 年 明治図書 

参考文献 

Ｑ４ 授業で一人一人のよさを見取る評価方法には、どのようなものがありますか。 

Ａ 「観察＝児童を見るまなざし」を最も大事にしましょう。 

 

  図画工作科の場合、結果としての作品を観察するのではありません。活動する児童と同じ目線に立

って観察することでしか見えない児童のよさや可能性を見出すというスタンスです。ここでいう「観

察」は、児童の造形活動における行為などを見取ることです。図画工作科では、「観察」することを

基本とします。 

ただし、授業の際の「観察」だけでは十分に児童の姿を見取ることは難しいと考えられますので、

「対話」や「児童による記述」、「作品」など、多様な視点からの見取りを行うことに努めましょう。 

 

   ①観察 

     座席表・フィールドマップなどへの記録（つくりつつある活動での見取り、児童の発話・対

話など）、デジタルカメラ・タブレット端末による教師の記録などが考えられます。 

 

   ②対話 

     児童による教科特有の形や色との対話、材料や対象との対話（デジタルカメラ・タブレット

端末による児童の記録など）、褒めたり質問したりする「問いかけ」による教師と児童の対

話、児童同士の対話などが考えられます。 

 

   ③児童による記述 

     ノート、ワークシート、作品カードなどへの記述など、児童による造形活動の「文字化」

は、自身を対象化し、客観的に見つめ直す機会にもなります。ただし、実際の記述に際して

は、文章を書くことに多くの時間を費やしたり、過度に自己評価を課したりすることは避けま

しょう。 

 

   ④作品 

     つくりつつある作品などを指導計画に即して撮影し、写真を時系列に並べて書き込みを加え

ることができるポートフォリオは、題材終末において、児童自身が学習過程を振り返り、自ら

の成長を感じ取ることができます。また、児童一人一人の資質・能力の表れを見取ることがで

きると考えられます。 


